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次の中文を和訳しなさい。 
 

中国隋唐,相当于日本的飞鸟(593—686)、奈良(710-794)至平安(794—1192)时代。在这期

间,中国佛教宗派或学派相继传入日本。奈良时期盛行的佛教六宗:三论宗、成实宗、法相宗、

俱舍宗、华严宗、律宗,统称“奈良六宗”,是直接或间接通过朝鲜半岛从中国传入的,为以后

佛教在日本的发展奠定了基础。 

律宗是唐代高僧鉴真(688-763)创立的。鉴真应请东渡传法经历十分艰辛,前后六次出航,五

次失败,其间双目失明,直至日本孝謙天皇天平胜宝五年十二月二十六日(已进入公元 754 年初)

才到达日本。鉴真与其弟子除向日本僧众授戒和传授律学之外,还传授天台宗,校勘佛典,并且

介绍中国的寺院建筑技术、雕塑、美术乃至医药学等。 

平安时期,日本不少学僧人入唐学天台宗、密宗。最澄(767—822)与空海(744-835)同时随

遣唐使入唐求法,回国后分别创立日本天台宗和真言宗(密宗)。这两个宗派成为平安时代最有

影响的佛教宗派。日本天台宗甚至被称为“日本文化之母”,镰仓时代的新宗派净土宗、真宗

和日莲宗的创立者皆出自天台宗。 

佛教自传入日本到镰仓时期(1192—1333)已有 600 多年,经过长期适应日本社会,与日本传

统宗教文化和习俗相结合,逐渐实现民族化,先后形成带有民族特色的佛教宗派:净土宗、真

宗、时宗和日莲宗。这些宗派是未曾到过中国的日本学僧适应日本社会形势和民众宗教心理需

求,提出自己的教义体系而创立的。这是中日佛教文化交流的另一种形式——日本学僧通过对

汉译佛典和著述加以诠释发挥,对汉语系佛教重新加以解构、组合,让它根植于日本国土、日本

的社会。 

 

  

出典 

杨曾文《日本佛教史（新版）》，新华书店，2008 年、7〜8 頁。 

 

＊問題本文は著作権法上の理由から記載することができません。上記出展箇所をご確認ください。 
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解答または解答例： 

Sample Answer(s) or Outline： 

 

中国の隋・唐時代は、日本の飛鳥時代（593–686）、奈良時代（710–794）、そして平安時代（794–

1192）に相当する。この期間に、中国の仏教諸宗派や学派が次々と日本へ伝えられた。奈良時代

に盛んであった仏教六宗――三論宗・成実宗・法相宗・倶舎宗・華厳宗・律宗――は総称して「奈

良六宗」と呼ばれ、直接または間接に朝鮮半島を経由して中国から伝わったものであり、後の日

本仏教の発展に重要な基礎を築いた。 

律宗は、唐代の高僧・鑑真（688–763）によって創立された。鑑真が招請に応じて日本へ渡り教

法を伝えようとした過程はきわめて困難で、前後六度の出航のうち五回は失敗し、その間に両眼

を失明した。ようやく孝謙天皇の天平勝宝五年十二月二十六日（すでに西暦 754年に入った頃）

に日本へ到着したのである。鑑真とその弟子たちは、日本の僧侶に戒を授け律学を伝えただけで

なく、天台宗を紹介し、仏典を校勘し、さらに中国の寺院建築技術、彫刻、美術、さらには医薬

学までも伝えた。 

平安時代には、多くの日本の学僧が唐に渡って天台宗・密教を学んだ。最澄（767–822）と空海

（744–835）はともに遣唐使に随行して入唐求法し、帰国後、それぞれ日本天台宗と真言宗（密

宗）を創始した。これら二つの宗派は平安時代に最も大きな影響力をもつ仏教宗派となり、とり

わけ日本天台宗は「日本文化の母」とも称され、鎌倉時代に成立した新宗派である浄土宗・真宗・

日蓮宗の開祖はいずれも天台宗の出身である。 

仏教が日本に伝来してから鎌倉時代（1192–1333）に至るまでの六百年以上の間に、仏教は日本

社会に長期的に適応し、日本の伝統宗教文化や習俗と融合することで徐々に民族化を達成し、民

族的特色をもつ仏教宗派――浄土宗・真宗・時宗・日蓮宗――が次々と形成された。これらの宗

派は、中国へ渡った経験のない日本の学僧が、日本社会の状況や民衆の宗教的心理に応じて独自

の教義体系を提示し、創立したものである。これは中日仏教文化交流のもう一つの形式、すなわ

ち日本の学僧が漢訳仏典や漢文著述を独自に解釈し発展させ、漢語系仏教を再構成・再編成して

日本の大地と社会に根づかせた営みである。 

 

 

出題意図： 

Purpose of Question： 

 

大学院レベルの日本仏教に関する中国語の論文を正確に翻訳、理解できるかを判定すること。 

 

 


